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発掘調査の現場見学会の様子

確認された江戸時代の礎石の位置の説明表示

令和６年９月８日に清水門の発掘調査の現場が公開されました。
工事に先立って行われた発掘調査によって、地面に眠る江戸時
代の清水門の痕跡である礎石が確認されています。今回の復元
工事は、江戸時代の位置そのままに建てられるため、工事完成
後は発掘調査の全貌はみることができなくなります。その成果
を知る貴重な機会となりました。

江戸時代に描かれた絵図が清水門の建築形式を知る重要な資料で
すが、古い絵図だけでは建物の正確な位置や寸法が絵図どおりか
分かりません。発掘調査によって、当時の礎石や寸法と絵図の記
載が同じことが確認されました。この礎石がまさに柱が立ってい
た位置や寸法が正しいことを伝える証しであり、絵図と発掘調査
を突き合わせて、歴史上確かな姿で復元ができるのです。

~発掘調査の現場公開が実施されました~

~礎石が物語る柱の配列~
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清水門は、高さが約 11m、間口は約 14mと、城内では最大規模を誇る櫓門でした。
門の復元にあたっては、江戸時代に城内の門・櫓の実測である「白河城御櫓絵図」と
発掘調査の成果に基づいて設計図を作成しました。

「白河城御櫓絵図」について
本図は 2巻仕立てで、城内に存在した門・櫓・用屋敷などの建築物を網羅した絵図で
す。柱の太さや柱間の寸法などが記され、当時作成された実測図といえます。

発掘調査結果について
発掘調査では、11 基の礎石の存在が確認できました。また、排水のため構築された
石組の溝も見つかっています。残っている礎石間の寸法と絵図に記された寸法は合致
しています。

しらかわじょう　おやぐらえず


